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ARM チャレンジャー 応用編　Tiva C Series Cortex-M4版
キットで学ぶ　シリーズ！

開発環境の構築02
画 面 右 側 に あ る「Download and 
install」 ア イ コ ン を ク リ ッ ク し、

「Download and install」を選択。

６

「Confirmation」が表示されたら「Yes」
をクリックし、ダウンロードが完了する
のを待つ（7 ～ 8 分程度かかる）。

「Dependencies」 が 表 示 さ れ た ら、
「XDCTools - 3.32.00.06」は使わない
ので，チェックを外して「OK」をクリック。

この後、 ９  ではなく 13  が表示される
場合は、そのまま飛ばして進んで構いま
せん。

７

８
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開発環境の構築 02
「Content has been successful ly 
downloaded into ...」 と 表 示 さ れ た ら、

「Close」をクリックする。

メニュー Window ＞ Preferences　を選択

左のディレクトリメニューで
Code Composer Studio
＞ Products　を選択

９
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開発環境の構築02

「Install Discovered Products」ウィンド
ウが表示されたら、「tirtos_tivac_ ＊」が選
択されていることを確認し、「Install」をク
リックする。

「ReDiscover...」をクリックする。

「Restart Needed」ダイアログが表示され
たら、「Yes」をクリックして CCS を再起
動する。

12
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開発環境の構築 02
4. USB ドライバのインストール

パソコンとマイコンボードを USB ケーブルで接続します。
マイコンボード側は「USB microB 端子（デバッグ）」 を
使います。本編テキスト p.8、p.9 をご参照ください。

１

デ バ イ ス マ ネ ー ジ ャ ー を 開 き， 右 図 の よ う に「Stellaris 
Virtual COM Port（COM □）」と表示されていれば USB ド
ライバのインストールは完了しています。
□の番号はお使いのパソコンによって異なります。

デバイスマネージャーは，Windows10 ではスタートメニュー
を右クリックして表示されるメニューの中の「デバイスマネー
ジャー」を選択すると開きます。

３

右のようなダイアログが表示され，自動でインストールされ
ます。

２

ドライバのインストールに失敗すると，デバイスマネージャー
で右図のように表示されます。
この場合は，次ページの手順に沿って，手動でインストールし
てください。
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開発環境の構築02
警告マークのついたデバイスを右クリックし，

「ドライバーソフトウェアの更新」を選択します。

「コンピュータを参照してドライバーソフトウェアを検索しま
す」をクリックします。

ソフトウェアを検索するディレクトリを，「参照」をクリック
して C:\ti\ccsv6\ccs_base\emulation\drivers を指定し
ます。
指定後，「次へ」をクリックします。

「閉じる」をクリックします。

再度，３  に戻ってデバイスマネージャーで確認してくだ
さい。

５

６

７

４
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